
Ⅲ 事例研究のまとめ 

３．子どもたちを取り巻く生活環境に関すること 

 

（１）学校の施設・機能の地域への開放 

 

 【 事例１０の特色 】 

 

 上三川町「子ども週末活動支援事業」では、５日制に対応した学校ならではの施設（調理室・図書室・工作室・校庭・体育

館・プール等）を開放し、主に第４土曜日に町内１０の小・中学校で計２０の事業を実施している。町内の子どもたちは、自

分の興味関心に応じてプログラムを選択し、実施している会場（学校)で活動する。事業の内容は、郷土料理・切り絵・たこづ

くり・フィッシング教室等で、講師は原則として地域の人材を活用している。学校ならではの施設の開放により、より多様な

活動の実施が可能になり、多くの参加者を確保することができている。 

 

 

  



 《事例１０》 

事業名 （市町村） 子ども週末活動支援事業 （上三川町）        

事業主体（実施機関） 上三川町全小・中学校 

【事業（施設）の概要及び特色】 

 

１．目的 完全学校週５日制に対応し、各学校を会場に様々な事業を実施して、地域で子どもを育てる

環境を充実する。 

 

２．概要及び特色 

  ・主に第４土曜日に、７小学校と３中学校で年間各２事業、計２０事業を実施する。 

  ・対象は小・中学生とその親子で、同時に２～３会場で実施するため、希望するプログラムを実施

する学校行って活動する。 

  ・学校では、プログラムにより調理室（郷土料理やうどんづくりなど）、図書室（切り絵教室や紙

芝居など）、工作室（昔遊びやたこづくりなど）、校庭や体育館（ニュースポーツや映画会など）、プー

ル（フィッシング教室）等を開放する。 

  ・講師は、原則として地域人材を活用する。 

 

３．取り組みによる効果 

  ・学校の施設を開放することにより、多くの参加者を確保で

きた。 

  ・同時に２～３会場で実施することにより、選択の幅が広が

り好評である。 

  ・学校の施設を開放することにより、より多様な活動が可能

である。 

  ・他学校（他地域）の子どもや大人のふれあいができた。 

              ：本郷北小学校（太巻き寿しづくり） 

 

４．今後の課題 

  ・地域による学校施設の管理体制の改善が急務である。 

  ・地域教育力の充実や地域コミュニティの活性化のため、学校ごとの、地域住民  による実行委

員会等の組織づくりが必要である。 

  ・乳幼児から高齢者までの地域ぐるみの活動も検討中である。  

 

 

  



  参考《 子ども週末活動支援事業年間計画 》 

 

 

 

 

 

  



 【事例１１の特色】 

  

 足利市「学校週５日制推進事業」では、市内の各小・中学校区ごとに毎週土曜日に校庭や教室等を開放し、ＰＴA や育成

会、地域住民が指導者となって、ゲームやスポーツなどの活動を実施している。そのために、学校開放等による事業を各学期

ごと計画書にまとめ、活動内容を全児童の家庭に情報提供している。また、子どもへのアンケート調査を実施して子どもの意

見を取り入れたり、地域住民やボランティアを積極的に活用したりするなど、学校週５日制運営委員会の意欲的な取り組みの

もと展開されている。                    

 《事例１１》 

 

１．事業の概要 

事 業 名  学校週５日制推進事業（足利市） 定  員  希望者  

実施主体 各校学校週５日制運営委員会 実施曜日 毎週土曜日 

ねらい   子どもたちに自然体験や社会体験な

どを行う場や機会を増やし、豊かな心

やたくましさなどの「生きる力」を育て

る 

実施回数 毎月４・５回    

実施場所  各学校の校庭や教室         

参加対象   各学校区の小中学生 事業開始   平成１４年４月   

《事業の特色》 

 市内各・小中学校区ごとに地域が中心となり学校週５日制運営委員会を組織し、毎週土曜日に校庭・図

書室・教室などを開放し、ＰＴＡや育成会、地域住民がボランティアとしてゲームや軽スポーツ活動など

の運営、指導に当たっている。  

 

 

  



２．事業の具体的内容 

【事業の内容】 

 読書活動、編み物、コンピュータ、囲碁、読み聞かせ、紙芝居、室内遊び、折紙 

 将棋、そば作り、ケーキ作り、ソフトバレー、木工作、ゲートボール交流、陶芸等 

 指導者は、教職員、保護者、実行委員会登録者や活動指導員、地区住民、地区の体 育協会、文化協

会、育成会、老人会など  

【プログラム】 

 ○毎週土曜日の例 

  ・午前９時から１２時 図書室の開放（読書や自主学習に利用） 

  ・中学校演劇部の公演（小学生対象の演劇鑑賞） 

  ・保護者による読書・学習指導と地域指導者による折紙、昔遊び、スポーツ遊び 

  ・囲碁教室、指導は地区愛好者でしつけやマナーの向上も目指す 

 ○地域文化祭との連携による例 

  ・９月～１１月の土曜日４回と日曜日の５回（美術室） 

   手びねり、窯づめ、素焼き、絵付け、釉薬かけ、本焼き、窯だし 

 ○親子参加プログラムの例 

  ・クリスマスケーキ、クッキーづくりの２回、学校調理室でボランティアが指導 

成 

果 

市内各小学校・中学校区全てに学校週５日制運営委員会が設置され、計画の立案、実施、指導者

との連絡調整に当たる。地域性のある多様な活動が展開された。 

課 

題  

学校関係者主導の運営・指導体制から地域関係者主導型への円滑な移行のための組織体制の工

夫、社会教育との連携や子どもの利用しやすい場の設定などの工夫が考えられる。また、中学

生への情報提供や事業の工夫が必要。  

 

 

  



  参考《学校週５日制運営委員会組織例・子どもへのアンケート調査抜粋》 

☆平成１４年度山前小学校週５日制運営委員会 

 

顧  問 

 相談役 

 委員長 

副委員長 

委  員 

 

 

 

 

 

 

幹  事 

会  計 

事務局長 

  

 

 自治会連合会長 

 市議会議員３名 

 社教振委員長 

 社教振副委員長（自治会長・婦人会長・文化協議会会長） 

 社教振委員（体育協会支部長） 

   〃  （交通安全協会会長） 

   〃  （児童民生委員会会長） 

 老人クラブ会長 

 社教振委員（山前小 PTA 会長） 

 山前小学校校長 

 山前小学校教務主任 

 社教振会計（育成会連合会長） 

 山前小学校教頭 

 社教振事務局長（山前公民館長） 
 

事務局 

  山前公民館  

 

☆アンケート『学校週５日制に伴う土曜日の過ごし方について』（抜粋） 

  ・学校週５日制による学校開放日(土曜日午前中)に参加した人… 延べ１６８人 

  ・開放日にやりたいことは？…お絵かき、はねつき、お手玉、かるた大会、 

    ゲーム(輪投げ、ビンゴ、いすとりゲームなど)、こままわし大会、宝さがし、 

    ドッチボール大会、ペットボトルボーリング大会、木登り大会 等 

 


